
さらに「企業価値」について学ぶための読書案内 
 
本書『新・企業価値評価』は、企業価値にかかわるさまざまな学問領域の知見を集約的

に盛り込み、「会計」「財務」「経営戦略」の３つの視点から企業価値について総合的に解説

しています。企業価値というテーマは、１つの縦割りの学問的知識だけで解析するにはあ

まりにも豊かで多面的です。 
そこで、本書の内容をより深く理解していただくために、会計や財務、経営戦略などの

各分野についての代表的なテキストをそれぞれのテーマごとに、また、本書のなかで引用

した文献についての詳細をご紹介します。お時間のある方は、ぜひ興味や関心のある文献

にも目を通してください。 
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